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平成28年度

生活科・総合授業づくり講座

山形市理科教育センター

【研修の流れ】

１４：３０～１５：００
探究的な生活科の授業づくりに向けて

１５：００～１６：２０
「（６）自然や物を使った遊び」における

探究的な生活科の授業ワークショップ

１６：２０～ 各グループからの発表

１６：５０～ ふり返り
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○ 生活科は、平成元年の学習指導要領改訂において、
小学校低学年に新設された教科である。これまで、児
童の生活圏を学習の対象や場とし、それらと直接関わ
る活動や体験を重視し、具体的な活動や体験の中で
様々な気付きを得て、自立への基礎を養うことをね
らいにしてきた。

○ 平成２０年の改訂では、活動や体験を一層重視する
とともに、気付きの質を高めること、幼児教育との連携
を図ることなどについて充実を図ってきた。

「生活・総合的な学習の時間ワーキンググループにおける審議の取りまとめ」より

「生活・総合的な学習の時間ワーキンググループにおける審議の取りまとめ」より

【成果】
身近な人々、社会及び自然等と直接関わることや気付いたことや
楽しかったことなどを表現する活動を大切にするなどの学習活動
が行われてきており、言葉と体験を重視してきた前回改訂の趣旨
が概ね反映されているものと考えることができる。自分自身や自
分の生活について考えさせることや他教科等との関連を図ること、
保護者、地域にいる人々などの協力を得ることなどについても積
極的に取り組もうとしている。

【課題】
活動や体験を行うことで低学年らしい思考や認識を確かに育成し、
次の活動へとつなげる学習活動を重視することである。これまで
も生活科においては、「活動あって学びなし」との批判が繰り返さ
れてきた。前回改訂において、気付きの質を高めることが示され
改善の方向に向かいつつあるものの、具体的な活動を通して、ど
のような思考力等が発揮されるのかなどについて十分に検討する
必要がある。
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思いや願い町自慢をしてみ
よう
・有名なお店があ
るよ。
・古い看板のお店
があるよ。
・すごいケーキが
おいしいんだよ。

どんなお店があ
るのかな？

◆大好き 私の町探検

より具体的な思い
や願いに
見通し⇒子ども自ら活
動を進めていくことに

思いや願い

思いや願い

○○ケーキ屋のことを
もっと知りたいな？

ケーキ屋の○○△△さんのお手伝
いをしてみたい。お店のパンフレット
をつくろう。

おいしそう

人気商品！

手間がかかる

創業以来
ずっと

○○さんの

でもらいたい」

○○さんの
思い

「みんなに喜ん
でもらいたい」

伝統の味を伝統の味を
守っていき

たい

○○さんの技術と思いがいっぱい
つまった町の自慢のケーキ。私も
大好き。もっと多くの人たちにこの
ケーキのことを知ってほしいな。

○○さんがいる
この町、○○さん
がつくるケーキ
があるこの町が

大好き
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「（６）自然や物を使った遊び」における
探究的な生活科の授業ワークショップ

○ 教科書の分析

○ グループでの単元構想
・ 単元の導入
・ 子どもの思いや願いの質の高まり
・ そのための手立て
・ 単元で身に付けさせたい力や

目指す子どもの姿
・ 単元名 など

町自慢をしてみよ
う
・有名なお店があ
るよ。
・すごいケーキがお
いしいんだよ。

単元名：わたしのまち 大すき

地域のもの・こと・ひとと繰り返しかかわりながら、地域の方々との関係を深め、地
域に愛着をもちながらくらしをつくっていこうとする。

町自慢マップをつくる。マップをつく
ることを目的に数回探険活動を行っ
た後、探険をふり返り、関わってい
きたいお店を決めていくようにする。

お店の方の思いに目を向けている
子どもの見方や考え方を教材にし
て考え合うことを通して、もの・こ
と・ひとを関係的にとらえていくきっ
かけにする。

教師は、あ
らかじめお
店の方に
交渉してお
く。

思いや願い

思いや願い

思いや願い

ケーキ屋さんの素敵な
ところを集めたパンフ
レットをつくろう。

○○ケーキ屋のことを
もっと知りたいな？

どんなお店があ
るのかな？



【資料】 

◆ 生活科の目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 生活科の学年の目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

具
体
的
な
活
動
や
体
験
を
通
し
て 

自
立
へ
の
基
礎
を
養
う
。 

○ 自分と身近な人々、社会及び自然と

のかかわりに関心をもち 

○ 自分自身や自分の生活について考え

させるとともに 

○ 生活上必要な習慣や技能を身につけ

させ 

（１）主に自分と人や社会事象とのかかわりに関すること 

    自分と身近な人々及び地域の様々な場所、公共物などとのかかわりに関心をもち、地域の

よさに気付き、愛着をもつことができるようにするとともに、集団や社会の一員として自分

の役割や行動の仕方について考え、安全で適切な行動ができるようにする。 

（２）主に自分と自然事象とのかかわりに関すること 

    自分と身近な動物や植物などの自然とのかかわりに関心をもち、自然の素晴らしさに気付

き、自然を大切にしたり、自分たちの遊びや生活を工夫したりすることができるようにする。 

（３）主に自分自身に関すること 

    身近な人々、社会及び自然とのかかわりを深めることを通して、自分のよさや可能性に気

付き、意欲と自信をもって生活することができるようにする。 

（４）生活科特有の学び方に関すること 

    身近な人々、社会及び自然に関する活動の楽しさを味わうとともに、それらを通して気付

いたことや楽しかったことなどについて、言葉、絵、動作、劇などの方法により表現し、考

えることができるようにする。 



階層 内容 学習対象・学習活動 思考・認識等 能力・態度等 

自
分
自
身
の
生
活
や
成
長

に
関
す
る
内
容 

（９） 

自分の 

成長 

■自分自身の成長をふ

り返る。 

■多くの人々の支えにより

自分が大きくなったこと，

自分でできるようになっ

たこと，役割が増えたこと

などがわかる。 

■これまでの生活や成

長を支えてくれた

人々に感謝の気持ち

をもつとともに，こ

れからの成長への願

いをもって，意欲的

に生活することがで

きる。 

自
ら
の
生
活
を
豊
か
に
し
て
い
く
た
め
に
低
学
年
の
時
期
に
体
験
さ
せ
て
お
き
た
い

活
動
に
関
す
る
内
容 

（８） 

生活や出

来事の交

流 

■自分たちの生活や地

域の出来事を身近な

人々と伝え合う活動

を行う。 

■身近な人々とかかわるこ

との楽しさがわかる。 

■進んで交流すること

ができる。 

（７） 

動植物の

飼育・栽

培 

■動物を飼ったり植物

を育てたりする。 

■それらの育つ場所，変化や

成長の様子に関心をもち，

また，それらは生命をもっ

ていることや成長してい

ることに気づく。 

■生き物への親しみを

もち，大切にするこ

とができる。 

（６） 

自然や物

を使った

遊び 

■身近な自然を利用し

たり，身近にある物を使

ったりなどして，遊びや

遊びに使う物を工夫し

てつくる。 

■その面白さや自然の不思

議さに気づく。 

■みんなで遊びを楽し

むことができる。 

（５） 

季節の変

化と生活 

■身近な自然を観察し

たり，季節や地域の行

事にかかわる活動を

行ったりなどする。 

■四季の変化や季節によっ

て生活の様子が変わるこ

とに気づく。 

■自分たちの生活を工

夫したり楽しくした

りできる。 

（４） 

公共物や

公共施設

の利用 

■公共物や公共施設を

利用する。 

■身の回りにはみんなで使

うものがあることやそれ

を支えている人々がいる

ことなどがわかる。 

■それらを大切にし，

安全に気をつけて正

しく利用することが

できる。 

子
ど
も
の
生
活
圏
と
し
て
の
環
境
に
関
す
る
内
容 

（３） 

地域と 

生活 

■自分たちの生活は地域で生活したり働いたりしてい

る人々や様々な場所とかかわっていることがわかる。 

■それらに親しみや愛

着をもち，人々と適切

に接することや安全に

生活することができ

る。 

（２） 

家庭と 

生活 

■家庭生活を支えている家族のことや自分でできるこ

となどについて考える。 

■自分の役割を積極的

に果たすとともに，

規則正しく健康に気

をつけて生活するこ

とができる。 

（１） 

学校と 

生活 

■学校の施設の様子及び先生など学校生活を支えてい

る人々や友達のことが分かる。 

■通学路の様子やその安全を守っている人々などに関

心をもつ。 

■楽しく安心して遊び

や生活ができる。 

■安全な登下校ができ

る。 

図 生活科の内容の全体構成 
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